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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、英国のＥＵ離脱問題などの欧州経済の不確実性の高まりや、

アジア新興国における景気の下振れ懸念、中東を中心とした政情不安等による影響などがある中で、為替相場が円

高基調に推移したため、その先行きは不透明感が高まってまいりました。

当社が関連する建設コンサルタント業界は、熊本・東北の被災地復旧復興関連需要、全国的な防災・減災対策業

務及び老朽化した社会インフラの維持管理業務の需要は底堅くあるものの、関連事業が減少傾向となり、全体とし

ては厳しい受注環境となりました。

このような状況の下、当社は独自の先端技術を活かし、調査試験業務や維持管理業務の受注、コンサルテーショ

ンの対応強化に一丸となって取り組みました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業成績は、売上高3,231百万円（前年同期比106.0％）、営業利益197百

万円（前年同期比103.3％）、経常利益195百万円（前年同期比123.3％）、親会社株主に帰属する四半期純利益102百

万円（前年同期比121.2％）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりであります。

①試験総合サービス事業

当第３四半期連結累計期間の業績は、連続した台風、長雨などの悪天候の影響により、工事の延期や発注の遅

れ等が一部で発生しましたが、業績は堅調に推移しました。なかでも土質・地質調査試験が受注体制の強化等

により、受注増となり全体を牽引しました。環境調査試験では全国的に需要が高まっている土壌汚染調査・分

析が好調を維持し増収となり、非破壊調査試験は、インフラの維持修繕業務の受注が伸びず低調に推移しまし

たが、３Ｄレーダを用いた物理探査業務は増収となりました。

以上の結果、セグメント売上高2,851百万円（前年同期比105.2％）、セグメント利益497百万円（前年同期比

108.1％）となりました。

　

②地盤補強サービス事業

当第３四半期連結累計期間の業績は、引続き農業の６次産業化による企業の農業分野への進出が増え、中・大

型物件の受注が増加しました。太陽光パネル設置に伴う杭工事は減少傾向でありますが、一般住宅物件の着工

件数は増加がみられ受注増に繋がりました。

以上の結果、セグメント売上高318百万円（前年同期比104.0％）、セグメント利益は原価低減策が功を奏し20

百万円（前年同期比299.7％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、3,106百万円となり、前連結会計年度末に比べ89百万円の減少となり

ました。

資産の部では、流動資産が1,897百万円となり前連結会計年度と比べ328百万円の減少となりました。これは、現

金及び預金の減少313百万円が主な要因であります。

固定資産は、1,208百万円となり、前連結会計年度末と比べて238百万円の増加となりました。これは建物及び構

築物（純額）151百万円の増加が主な要因であります。

負債の部では、流動負債が535百万円となり、前連結会計年度末と比べ105百万円の減少となりました。これは、

未払法人税等66百万円の減少等が主な要因であります。

固定負債は、280百万円となり、前連結会計年度末と比べ18百万円の増加となりました。これは、退職給付に係

る負債12百万円の増加等が主な要因であります。

純資産の部は、2,289百万円となり、前連結会計年度末と比べ２百万円の減少となりました。これは、その他有

価証券評価差額金３百万円の減少等が主な要因であります。

この結果、自己資本比率は73.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年12月期の連結業績予想につきましては、平成28年８月10日の「平成28年12月期第２四半期決算短信」

で公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)、「連結財務諸表に関する会計基

準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平

成25年９月13日)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行

っております。

　

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対

応報告第32号 平成28年６月17日)を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当該変更による四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,258,297 944,334

受取手形及び売掛金 747,647 666,844

商品 1,347 4,204

仕掛品 166,852 222,288

貯蔵品 15,578 16,015

その他 38,918 45,927

貸倒引当金 △2,998 △2,016

流動資産合計 2,225,642 1,897,598

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 346,392 498,185

土地 213,045 213,045

その他 289,802 265,549

有形固定資産合計 849,240 976,780

無形固定資産

のれん 7,568 4,730

その他 27,813 26,003

無形固定資産合計 35,381 30,733

投資その他の資産

その他 87,973 204,544

貸倒引当金 △2,615 △3,617

投資その他の資産合計 85,358 200,927

固定資産合計 969,980 1,208,441

資産合計 3,195,622 3,106,039
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 116,112 117,067

リース債務 52,302 54,195

未払金 198,625 202,159

未払法人税等 91,711 25,274

賞与引当金 ― 55,072

工事損失引当金 2,223 3,390

その他 180,461 78,770

流動負債合計 641,436 535,931

固定負債

リース債務 95,484 101,267

退職給付に係る負債 159,116 171,501

その他 7,216 7,931

固定負債合計 261,817 280,701

負債合計 903,254 816,632

純資産の部

株主資本

資本金 570,967 570,967

資本剰余金 521,465 521,465

利益剰余金 1,218,965 1,219,439

自己株式 △24,047 △24,047

株主資本合計 2,287,351 2,287,825

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,016 1,581

その他の包括利益累計額合計 5,016 1,581

純資産合計 2,292,367 2,289,407

負債純資産合計 3,195,622 3,106,039
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 3,047,182 3,231,459

売上原価 2,067,251 2,172,961

売上総利益 979,930 1,058,498

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 350,382 363,081

賞与引当金繰入額 19,743 20,321

退職給付費用 6,272 6,229

貸倒引当金繰入額 1,625 140

その他 410,990 471,464

販売費及び一般管理費合計 789,015 861,237

営業利益 190,915 197,261

営業外収益

受取利息 54 661

受取配当金 414 360

受取手数料 559 1,041

受取保険金 1,781 290

業務受託料 2,489 440

その他 2,339 980

営業外収益合計 7,639 3,773

営業外費用

支払利息 2,481 1,585

訴訟関連費用 4,927 ―

株式交付費 22,442 ―

上場関連費用 9,643 4,000

その他 629 156

営業外費用合計 40,124 5,741

経常利益 158,429 195,293

税金等調整前四半期純利益 158,429 195,293

法人税等 74,007 93,011

四半期純利益 84,422 102,282

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,422 102,282
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 84,422 102,282

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,465 △3,434

その他の包括利益合計 1,465 △3,434

四半期包括利益 85,888 98,847

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 85,888 98,847

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

試験総合

サービス

事業

地盤補強

サービス

事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 2,709,380 305,631 3,015,011 32,170 3,047,182 ― 3,047,182

　セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 2,709,380 305,631 3,015,011 32,170 3,047,182 ― 3,047,182

セグメント利益又は

損失(△)
460,065 6,763 466,828 △329 466,498 △275,583 190,915

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験機器販売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△275,583千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

試験総合

サービス

事業

地盤補強

サービス

事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 2,851,410 318,005 3,169,415 62,043 3,231,459 ― 3,231,459

　セグメント間の内部

売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 2,851,410 318,005 3,169,415 62,043 3,231,459 ― 3,231,459

セグメント利益又は

損失(△)
497,109 20,266 517,376 △2,796 514,579 △317,318 197,261

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験機器販売事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△317,318千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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